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一．一広報 

③こしかわ 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
すo
 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

（昭和59年10月 1 日制定） 市 民 憲 章 
昭手ロ62年 	わた＜したちの先人は、不縄不屈の五所II原 

j648 畿恕爵器誤禁票旨鵜裂呈 
'i； 上げきした。 

」 ~ 	に わたくしたちは、この伝統を継承し、広 
■ ．． 	‘ に い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
■ ．．ー ， 	“ し、郷土の限りない発展を願って、こ 

、ノ 	」一 一 一： こに而民意章を定めます。 

人
福
祉
大
会
」
が
九
月
十
日
、
 

市
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
社
会
に
貢
献
 

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
共
催
 

す
る
「
昭
和
六
十
二
年
度
市
老
 

し
て
き
た
お
年
寄
り
達
を
慰
労
 

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
長
寿
と
 

健
康
を
祝
う
も
の
で
七
十
五
歳
 

長
生
妻一
の
ひ
一

仕
豆
は軽
亘
運
動
と
食
事
誕
 

H
H
H
H
HH
H
H
「H
HH

」
」
H
H

昌
」
一
」
市
老
表
福
祉
犬
会

開
種
れ
る
 

市の人口 総数51.281人（男24,564・女26.717) 世帯数14,888 (8月31日現在） 	（毎月2回 1日・15日発行） 

森田市長から表彰される方々 

以
上
の
お
年
寄
り
約
千
百
人
が

出
席
。
 

大
会
で
は
、
森
田
市
長
が
「
 

心
身
と
も
に
健
康
で
長
生
き
を

し
、
し
か
も
社
会
に
奉
仕
し
つ

つ
豊
か
で
幸
せ
な
老
後
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
福
祉
の

輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

続
い
て
、
九
十
五
歳
以
上
の

長
寿
者
九
人
と
米
寿
を
迎
え
た

三
十
三
人
、
寝
た
き
り
老
人
介

護
者
五
人
な
ど
合
わ
せ
て
五
十

九
人
を
表
彰
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
県
老
人
福

祉
大
会
で
の
顕
彰
状
な
ど
の
伝

達
も
行
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
成
田
、
 

浅
川
両
県
議
と
川
浪
市
議
会
議

長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
 

ま
た
、
午
後
は
市
老
連
芸
能

部
の
民
謡
、
手
踊
り
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。
 

（
表彰
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前

は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
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広報ごしょカぐわら 	 （第648号）② 昭和62年（1987年）10月 1日 

出稼ぎ＼ 
も
っ
す
ぐ
出
稼
ぎ
シ
ー
ズ
ン
。
 

稲
刈
り
な
ど
秋
の
取
り
入
れ
が
終
わ
る
と
冬
 

の
支
度
も
そ
こ
そ
こ
に
出
稼
ぎ
に
行
き
ま
す
。
 

今
年
も
五
所
川
原
市
か
ら
関
東

・
関
西
な
ど
に
約
一一
 

千
五
百
人
が
出
稼
ぎ
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

病
気
や
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
、
働
き
に
出
る
人
も
、
 

留
守
を
預
かる
人
も
願
い
は
同
じ
です
。
 

今
号
で
は
、
出
稼
ぎ
を
す
る
皆
さ
ん
へ
出
発
前
や
 

就
労
先
・
帰郷
す
る
と
き
の
注
意
事
項
な
ど
 

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
 

\
＼
 

き
て
、
 

'＼
、
 

「わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
、
 

＼
、
 

お
と
う
さ
ん
は
や
く
か
え
っ
て
 

い
ね
か
り
がお
わ
っ
て
か
ら
、
 

と
う
き
ょ
う
に
は
た
ら
き
に
い

き
ま
し
た
。
 

は
た
ら
い
て
お
か
ね
を
も
ら

っ
て
く
る
の
です
。
 

お
と
う
さ
ん
は
、
ま
い
に
ち

ち
か
ら
い
っ
ぱ
い
は
た
ら
い
て

い
る
と
お
も
い
ま
す
。
 

お
と
う
さ
ん
は
、お
う
ち
に

い
る
と
き
トラ
ン
プ
を
し
て
あ

そ
ん
で
く
れ
ま
す
。
 い
ま
は
い

な
い
の
で
と
て
も
さ
び
し
い
で
 

す
。
 

い
く
と
き
、
お
み
ゃ
げか
っ

て
く
る
と
やく
そ
く
し
ま
し
た
。
 

は
や
く
か
え
っ
て
く
れ
ば
い
 
 

い
と
お
も
い
ま
す
。」
ー
 ー
 

こ
れ
は
、昨
年
発
行
さ
れた
出

稼
文
集
「津
軽
っ
子
」
第
十
六

号
に
載
っ
て
い
る
小
学
校
一
年

生
女
子
の
作
文
で
す
。
 

出
稼
ぎ
を
す
る
皆
さ
ん
、
次

の
こ
と
を
是
非
守
っ
て
、
事
故

の
な
い
明
る
い
出稼
ぎ
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

出
稼
ぎ
に
 

行
く
前
に
 

●

な
ぜ
出
稼
ぎ
す
る
の
か
 

家
族
と
よ
く
話
し
合
っ
と
と

も
に
、
子
供
の
教
育
、
突
発
的

な
困
り
ご
と
が
生
じ
た
と
き
の

連
絡
方
法
、
留
守
中
の
生
活
設

計
の
手
順
な
どを
よ
く
話
し合

い
ま
し
ょ
う
。
 

又
、
就
労
す
る
会
社
名
、
宿

舎
の
住
所
、
電
話
番
号
な
ども

家
族
に
は話
し
て
出
か
け
ま
し

よ
う
。
 

，
公
共
職
業
安
定
所
の
紹介
で

縁
故
就
労
や
知
人
の
紹
介
、
 

口
コ
ミ
に
よ
る
直
接
募
集
は
雇

用
改
善
が十
分
で
な
い
中
小
企

業
が
多
く
、
病
気
ゃ
ケ
ガな
ど

の
労
働
災
害
の
手
続
き
、
労
働

条
件
の
違
い
、
賃
金
の
遅
延
、
 

不
払
い
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
 

職
茎
女
定
所
を通
し
て
い
ま

す
と
、
万
一
賃
金
不
払
い
事
故

が
発
生
し
て
も
求
人
受
理
職
業

安
定
所
が
責
任
あ
る
措
置
を
と

っ
て
く
れ
る
た
め
、
短
期
間
に

解
決
で
き
ま
す
。
 

●

出
稼
ぎ
は
グ
ル
ー
プ
で

出
稼
ぎ
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
県
外
で
の
就労
で
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
で
就
労
す
る
よ
り
も

気
心
の
あ
っ
た
人
、
近
所
の
人

が
そ
ろ
っ
て
良
い
リ
ー
ダ
ー
と

と
も
に
同
じ
と
こ
ろ
に
就
労
す

る
こ
と
が
、
留
窒
永
族
に
と
っ

て
も
安
心
で
す
。
 

，
出
稼
労
働
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
ま
し
ょう
 

こ
の
手
帳
は
、身
分
証
明
に

な
る
ほ
か
次
の
よ
う
な
と
き
に

必
要
で
す
。
 

o

雇
入
通
知
書
（会
社
で
労
働

条
件
の
確
認を
受
け
る
と
き
）
 

o

賃
金
未
払
確
認書

（
賃
金未

払
い
の
内
容
確
認
の
と
き
）
 

〇
健
康
証
明
書

（
就蛍
剛
に
健

康
診
断
を
受
け
た
と
き
）
 

O
雇
用
保
険
の加
入
の
と
き

こ
の
手
帳
は
市
役
所
市
民
課

及
び
各
支
所
の
窓口
で
交
付
し

て
い
ま
す
。
 

マ
「事
故
見
舞
金
制
度
」
に
必
ず

加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

万
一
、事
故
や
火災
に
遭
っ
 
 

（
五
所川
原公
共職
業
安定
所
 

一
昨
年
秋
ご
ろ
か
ら
の
円

高
に
よ
る
厳
し
か
っ
た
経
済

情
勢
に
も
回
復
の
き
ざ
し
が

み
え
て
き
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
出
稼
求
人
に
つ

い
て
は
、
製
造
業
か
ら
の
求

人
が
少
な
く
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

今
後
出
稼
ぎ
を
さ
れ
る
方

々
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し

て
安
全
で
明
る
い
出稼
ぎ
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

斉
藤
栄
統
括職
業
指
導
官
）
 

O
求
人
条
件
を
き
ち
ん
と
確

認
し
て
安
定
所
の
紹
介で
就

労
す
る
こ
と
。
 

O
賃
金
の
み
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
自
分
の
能
力
、
 

経
験
、
体
力
に
適
し
た
職
種
、
 

事
業
所
を
選
ぷ
こ
と
。
 

O
製
造
業
で
は
、
年
齢
制
限

や
採
用
条
件
が
厳
し
い
傾
向

に
あ
る
の
で
他
産
業
へ
の
就

労
も
十
分
検
討
す
る
こ
と
。
 

o

事
故
や
問
題
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、独
断
で
帰
郷
せ

ず
就
労
地
の
公
共
職
業安
定

所
・
労
働
基
準
監
督
署
又
は
、
 

県
外
事
務
所
な
ど
に相
談
す

る
こ
と
。
 

健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
の

体
の
状
能
ぞ
知
っ
て
か
ら
出
か

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
事
業
所
で
行
う
定
期

的
な
検
診
は
進
ん
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
 

※
仕
事
の
内
容
、
賃
金
、
就
労

期
間
、
社
会
保
険
加
入
の
有
無
、
 

食
費
や
療
の
こ
と
な
ど後
々
ト

ラ
ブ
ル
の
な
い
よ
う
に
、よ
く

聞
い
て
か
ら
出
発
し
ま
し
ょ、つ
っ
 

出
稼
ぎ
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
 

た
と
き
は
見
舞
金
の
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

就
労
中
の
不
安
を
な
く
す
る

た
め
に
も
、
早
目
に
市
民
相
談

室
及
び
各
支
所
で
、会
費
六
百

円
を
持
参
し
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
 

f
出
稼
ぎ
す
る
前
に
健
康
診
断

を
受
け
ま
し
よ
う
 

就
労
中
、
自
覚
症
状
も
な
く

倒
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

(
 

r
 

明るい出稼ぎを．ク 



'
 

帰
郷
す
る

前
に
 

▼
賃
金
の
支
払
い
ゃ
仕
事
の
都

合
上
、
い
つ
ご
ろ
帰
る
か
現

場
の
責
任
者
に
知
ら
せ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
 

●

帰
郷
す
る
日
が
決
ま
っ
た
ら

必
ず
家
族
に
連
絡
を
し
ま
し

よ
う
。
 

●

帰
る
と
き
は
必
ず
賃
金
を
精

算
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
 

賃
金
支
払
日
の
関
係
で
未
精

算
と
な
る
と
き
ゃ
賃
金
の
未
払

い
が
あ
る
と
き
は
、
出
稼
労
働

者
手
帳
の
「賃
金
未
払
確
認
書
」
 

に
記
入
さ
せ
、
事
業
主
の
確
認

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
事
業
主

が
記
入
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
近

く
の
労
働
基
準
監
督
署
に
そ
の

こ
と
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。
 

●

雇
用
保
険
の
離
職
票
の
内
容

が
間
違
っ
て
い
な
い
か
必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

※
こ
の
ほ
か
、
山
稼
労
働
者
手

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
出
稼

ぎ
の
心
得
」
を
よ
く
読
ん
で
、
 

事
故
の
な
い
明
る
い
出
稼
ぎ
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

場
合
は
、
就
労
先
の
労
働
基
準

監
督
署
、
安
定
所
、
県
外
事
務

所
の
い
ず
れ
か
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
 

囲箔肋罵 か回て良心 日 故 見卿臼切鳳 
出稼者及び留守家族の幸せのために、県と市

町村がつくった出稼協会で行う互助制度です。 

I烏稼ぎしている人やこれから出稼ぎしようと

する人はどなたでも加入できます。 

加入した人は、出稼中いつ、どこで災害にあ

っても見舞金が受けられます。 

ト加入申し込み iIf民相談室及び市役所各支所

の窓口で受付けています。 

ト掛金 1人年間600円です。 ほかに、県と市

が1人年間 800円ずつ負担します。 

ト見舞金早目表 

種類 事故・火災の程度 給付額 

死
見
 
舞
 
亡
金
 

出稼中（出発から帰宅まで）における死
亡、ただし、ー・時帰省中の死亡を除く。 500.000円 

傷 病

見舞金 

出稼中における負 

傷又は疾病で休業 

療養を要するもの 

6月以上であるも 
0) 80.000円 

3月以上 6月未満
であるもの 60.000円 

1月以上3月未満
であるもの 50.000円 

障 害
見舞金 

出稼中における負傷又は疾病による障害
で通常の就労を不能とする程度のもの 200'000円 

火見
 
災
金
 

舞
  

加入者の留守宅の火災による焼失 
（半焼以上） 80 .000円 

加入者の出稼就労先宿舎の火災で加入者
に著しい損害を生じさせたもの 30.000円 

ト見舞金給イ寸状況 

万円 
260 ー 

240- 

ー龍 見舞金 

件 数 

220 - 30 31 

200 ー 
1 3り 

180 ー 

160 一 
17 - 20 

140 ー 20 

18 
120 - 

lIE 
100 - 譜 110

71P1 
245
:1701 

177 
籍 

現 在 
ー】0 

98 
刀円 

57 	58 	59 	60 	61 	62f三度 

，見舞金加入状況 

年 度 57 58 59 60 61 62 
9月末現在 

加入者数 7論 945 
人
《b
  

（
ノ一
 
 

962 
人
町
  

，
ノ
  

、
  h

ノ
」
  
0
 
8
 

 

※なお、詳しくは市民相談室（h電5)21 11番

内線 28 2 番）へお問い合わせください。 

③昭和62年（ 1987年）10月 1 口 	 広報ごしょがわら （第648号） 

  

出稼ぎ前の健康診断 

,t蕊 
ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
ら
な
い
よ

う
必
ず
、
出
稼
労
働
者
手
帳
の
 

「雇
入
通
知
書
」
に
記
入
し
て

も
ら
い
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
、
 

特
別
一
時
金
が
受
給
さ
れ
る
よ

う
手
続
き
が
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

賃
金
不
払
い
に
な
っ
た
ら

事
業
所
が
賃
金
の
支
給
日
に

な
っ
て
も
、
賃
金
を
支
払
わ
な

い
と
き
は
事
業
主
に
遅
延
の
理

由
、
今
後
の
賃
金
支
払
時
期
を

確
認
し
、
解
決
し
そ
う
に
な
い
 

」
つ
 

▼
就
労
条
件
を
確
認
し
ま
し
ょ
 

就
労
先
に
 

着
い
た
ら
 

,
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九
月
十
六
日
か
ら
二
日
間
に
 

橋
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整備
」
 

五
所川
原
大橋
の
早期織
鍵
情
 
創
立

m岡
年

を
祝

う
 

県
議
会
土
木公
営
企
業
委
が
現
地
調
査
 

、
【ト
・
 
、
 
ミ

‘
1
‘
ト
、
、
‘
 

栄
小
で
記
念
式
典
 

’， ~一 ー,  
土木公営企業常任委員会に陳情する 

森田市長（中央） 

こ二こ讐 Jlui IW1平記念式典 
r T 1Tー 

式典終了後、合唱を披露する同校合唱部の子供達 

わ
た
っ
て
、
県
議
会
土
木
公
営

企
業
常
任
委
員
会

（
金
入明
義

委
員
長
）
の
西
北
五
の
現
地
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

初
日
は
、
鶴
田
町
や
金
木
町

な
ど
の
現
地
を
視
察
後
、
市
内

の
ホ
テ
ル
で
西
北
五
の
市
町
村

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
を
受
け

ま
し
た
。
 

こ
の
中
で
森
田
市
長
は
、
本

市
の
み
な
ら
ず
西
北
地
域
に
と

っ
て
も
重
要
な
「
五
所
川
原
大

了
橋
の
早

期
完
成
」
「五
所
川
原
大
 
 

「津
軽
自
動
車
道
の
早
期
着
工
」
 

な
ど
五
件
の
事
業
促
進
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
金
入
委
員
長

は
 
「西
北
五
の
発
展
の
た
め
に

こ
れ
ら
の
事
業
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
」
と
応
え
て
い
ま
し

た
。
 

同
委
員
会
で
は
翌
十
七
日
、
 

旧
十
川
改
修
現
場
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。
 

明
治
十
一
年
に創
立
さ
れ
、
 

今
年
で
百
十
周
年
を
迎
え
た
栄

小
学
校
・
（対
馬
久
世
喜
校
長

児
童
数
八
百
十
七
人
）
で
九
月

十
七
日
、
記
念
式
典
が
挙
行
さ

れ
、
百
十
周
年
を
祝
い
合
う
と
 
 

と
も
に
新
ら
た
な
飛
躍
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
対
馬
校
長
は
じ

め
教
職
員
、
全
校
児
童
、
来
賓
、
 

父
母
合
わ
せ
て
約
九
百
五
十
人

が
出
席
。
 

対
馬
校
長
が
同
校
の
百
十
年

と
い
う
長
い
歴
史
に
ふ
れ
な
が

ら
「
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
こ
の

学
校
の
名
を
一
層
高
め
る
よ
う

に
努
力
し
て
ほ
し
い
。
職
員
と

児
童
が
カ
を
合
わ
せ
、
こ
れ
か

ら
も
新
し
い
栄
小
の
創
造
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

又
、
児
童
を
代
表
し
て
藤
田

直
子
さ
ん

（
児童
会
長
六
年
）
 

が
「
百
十
年
の
長
い
歴
史
を
も

つ
最
高
に
す
ば
ら
し
い
栄
小
学

校
で
勉
強
で
き
る
こ
と
を
本
当

に
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。
先

輩
が
築
き
上
げ
た
輝
か
し
い
伝

統
と
美
し
い
校
風
を
ま
す
ま
す

立
派
に
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
了

と
よ
ろ
こ
び
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 

式
典
後
、
同
校
合
唱
部
と
五

所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱

が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。
 



広報こrしょがわら 	 （第648号） ⑤昭和62年（1987年）10月 1日 

ー
＼

…
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ノ
 

》
 
二
 

長生きのひけつは？ 

今回、95歳以上で表彰された方 9人の 

「長生きのひけ二力（よ 

最も多いのが 「体を動かす」 で 4 人、 

次いで 「少食で三食をきちんと」 が 3 人、： 

そして 「早寝、早起き」「くよくよしない」： 

がそれぞれ1人ずつでした。 

、
 

市
老
人
福
祉
大
‘
云
 

9
5歳
以
上

長
寿
者

な
ど

5
9人
を
表
ル
彩
 

県
老
人
福
祉
大
ム
ム
表
彰
 

（伝
達

）
 

9
5歳
以
上
 

長
寿
者
 

加
藤
か
よ
二

O
一歳
 
稲
実
）
 

安
田
ツ
ナ
二

O
O歳
 
田
川
）
 

一
 平
山
あ
江
（
九七
歳
 
本
町
）
 

小
野
よ
し

（
九七
歳
 
金
山
）
 

一
 
一
  

}
 

三
浦
竹
次
郎
（
九七
歳
前
田
野
目
）
 
 

宮
崎
う
め
（
九
五歳
 
新
宮
町
）
 

山
本
す
へ
（
九
五歳
 
柳
町）
 

川
村
仁
助
（
九五
歳
 
金
山
）
 

．
 
 
」

J
 
 
ご
 

ノ
 

三
浦
マ
サ
（
九五
歳
 
金
山
）
 

（敬
称
略
）
 

8
8歳
に
達
した
 

長
寿
者
 

渋
谷
ゆ
み
（鎌
谷
町
）
、木
村
武

次
郎
（柳
町
）
、成
田
善
作
（
岩

木
町
）
、佐
々
木
ソ
ノ
（
本
町）
、
 

小
野
ミ
ッ
、佐
藤
タ
ミ

（以
上
 
 弥

生
町
）
、秋
元
ツ
セ
（
雛田
）
、
 

田
中
カ
シ
（
敷島
町
）
、山
川
サ

ワ
（
新宮
町
）
、鈴
木
キ
ョ

（
松

島
町
八
丁
目
）
、湊
谷
キ
ョ
（
同

二
丁
目
）
、神
キ
ン
（
若
葉一
丁

目
）
、対
馬
タ
ケ
（
み
どり
町
七

丁
目
）
、清
野
ク
ニ
（
水
野
尾
）
、
 

安
田
オ
リ
ワ
、福
士
き
よ
（
以

上
米
田
）
、千
葉
そ
た
つ
、寺
田

字
之
助
（
以
上石
岡
）
、伊
藤
し

わ
（漆
川
）
、小
野
喜
三
郎
（
一

野
坪
）
、中
山
ナ
カ
（太
刀
打
）
、
 

藤
森
繁
美
（川
山
）
、成
田
浅
吉
 

（
長橋
）
、木
村
ち
せ
、
 一
戸
直

定
（
以
上
藻川
）
、荒
関
万
之
助
 

（長
富
）
、土
岐
直
太
郎
（神
山
）
、
 

平
山
ク
リ
、
三
浦
ソ
ョ
（
以
上

飯
詰
）
、横
嶋
イ
セ
（錦
町
）
、
 

成
田
長
作
（
中
泉
）
、
新
谷
キ
ワ
 

（前
田
野
目
）
、三
上
サ
ョ

（
中

平
井
町
）
 

（
敬称
略
）
 

寝
た
き
り
老
人
 

介
護
者
 

沼
宮
内
正
（松
島
町
六
丁
目
）
、
 

大
谷
セ
子
（
中泉
）
、和
島
勘
太

郎
（漆
川
）
、小
田
桐
リ
ツ
（
湊）
、
 

上
見
義
光
（長
富
）
 

老
人
ク
ラ
ブ
 

役
員
 

堀
内
長
左
工
門
（新
町
長
笑
会
）
、
 

毛
内
金
次
郎
（川
端
町
永
楽
会
）
、
 

山
川
き
み
江
（
下
平
井
町
第
一
一

高
砂
会
）
、前
田
直
四郎
（
毘
沙

門
寿
康
会
）
、新
谷
ぎ
ん
（
前
田

野
目
長
寿
会
）
、福
士
忠
次
（
高

野
第
一
長寿
会
）
、福
士
太
郎
（
 

高
野
第
二
長
寿
会
）
、木
村
千
代

太
郎
（姥
蓬
亀
竜
寿
会
）
、平
山

千
代
吉
（
湊若
竹
会
）
、石
崎
石

松
（梅
田
老
睦
会
）
、須
藤
新
一
 

（
杉
派立
長
生
会
）
、須
藤
喜
代

次
（福
山
第
一
長
生
会
）
 

（
敬
称
略）
 
 

◆
伽
歳
以
上
の
長
寿
者
 

加
藤
か
よ
（稲
実
）
、安
田
ッ
ナ
 

（
田川
）
 

◆
9
0歳
に
達
し
た
長
寿
者

工
藤
は
る

（
元町
）
、奥
谷
み
さ
 

（鎌
谷
町
）
、飛
島
直
吉
（新
町
）
、
 

葛
西
き
よ
（
本
町）
、江
渡
哲
哉
 

（旭
町
）
、成
田
ふ
て
（小
曲
）
、
 

吉
村
み
ち
（
田
町）
、
一
戸
さ
と
、
 

川
口
才
吉
、
坂
本
み
裏

（以
上

前
田
野
目
）
、鈴
木
き
わ
（広
田
 

）
、永
津
を
し
み
、
岩
川
き
み
、
 

三
浦
か
し
、滞
田
な
つ
、
佐
藤

ち
せ
（以
上
金
山
）
、塚
本
喜
一
 
 

郎
（漆
川
）
、山
内
は
る
（
一
野

坪
）
、鰐
田
春
弥
（
田川
）
、笠

井
重
吉
（桜
田
）
、松
本
平
太
郎
 

（新
宮
）
、岩
谷
菖
作
（
若
葉
一
一

丁
目
）
、其
田
シ
ワ
（長
富
）
、土

岐
新
逸
（神
山
）
、石
崎
石
松
（
 

梅
田
）
、福
士
ち
せ
（高
野
）
、小

笠
原
謙
吉
（前
田
野
目
）
 

◆
老
人
福
祉
関
係
 

太
田
善
七
（
長富
上
慶
寿
会
）
、
 

藤
森
兼
世
（
長富
下
慶
寿
会
）
、
 

平
山
清
一
（田
川
米
寿
会
）
、
 

山
田
善
孝
（稲
実
高
砂
会
）
 

（
敬称
略
）
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熱心な討議が行われた研修会 

五
所
川
原
地
区消
防
本
部
（
 

開
米
典
左
衛
消
防長
）
と
五
所

川
原
消
防
署
（
三
上定
雄
署
長
 

）
で
は
、
「救
急
の
m
J
の
九
月

九
日
、
市
内
大
宇
飯社
翠
不
動

沢
地
内
で
、
救
急
隊
、救
助
隊
、
 

か
ン
ゴ車
を
使
っ
て
同
署
で
は

初
め
て
の
現
場
で
の大
規
模
救

助
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、多
様
化
す
る
各
種

事
故
者
に
対
し
、
消
防
署
員
が

救
急
救
助
業
務
を
よ
り
効
果
的
 
 

に
行
う
た
め
の
訓
練
で
、同
日

午
前
十
時十
八
分
、
飯
詰
あ
す

な
ろ
ラ
イ
ン
の
飯
詰
ダ
ム
管
理

事
務
所
か
ら
一
一
九番
通
報
が

あ
り
、「乗
用
車
が
ガ
ー
ド
レ

ー
 

ル
を
突
き
破
り
、
十
五
メ
ー
ト

ル
下
の
沢
（
転
落
、
負
傷
し
た

男
4
人
が
車
内
に
閉
じ
込
め
ら

れ
て
い
る
」
ー
と
い
う
想
定
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
十
時
半
、
ハ
シ
ゴ車
、
 

救
急
車
二
台
、消
防
車
の
四
台
 
 と

救
急
隊
、救
助
隊
二
十
五
人

が
事
故
現
場
に
到
着
し
、
ロ

ー
 

プ
を
つ
た
っ
て
沢
に
降
り
、
カ

ッ
タ
ー
を
使
っ
て
ド
ア
を
切
断
。
 

ま
ず
重
傷
の
け
が人
を
全
身

ギ
プ
ス
で
固
定
し
て
救
助
し
、
 

続
い
て
助
手
席
の
け
が
人
を
助

け
出
し
、
船
型
担
架
に
収容
し

て
か
ン
ゴ車
で
つ
り
上
げて
救

急
車
へ
。
 

最
後
は
後
部
座
席
の
軽傷
者

二
人
を
救
助
隊
員
が
抱
え
、
ロ
 

ー
プ
を
つ
た
っ
て
毎
単
救急
車

に
収
容
し
、
約
一
一
十
分
に
わ
た

る
訓
練
を終
わ
り
ま
した
。
 

訓
練
の
あと
、
三
上
署
長
は
 

「多
様
化
す
る
交
通
事
故に
対

処
す
る
ため
に
は
、
迅
速
な
救

助
活
動
が
必
要
で
あ
り
、こ
れ

か
ら
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
続

け
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
 

交
通
安
全
母
の
会西
北
五
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会
が
九月
九
日
、
 

市
中
央
公
民
館
を
会
場
に
関
係

者
約
百
八
十
人
が
参
加
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、県
交
通
安
全
母
の

会
（
間
宮
安
子
会長
）
が
主
催

し
今
回
で
八
回
目
。
 

研
修
会
に先
き
立
ち
開
会
式

で
間
宮
会
長
は
「
家
庭
や
地
域

の
幸
せ
を
い
つ
も守
り
続
け
る

の
は
母
親
で
あ
り
、そ
の
た
め

に
は
ま
ず
自
分
の
家
庭
か
ら
事

故
防
止
を
図
り
ま
し
ょう
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
した
。
 

続
い
て
、
来
賓
の
森
田
市
長

が
「
交
通
安
全
の
盛
り上
が
り
 
 

は
家
庭
の
中
か
ら
、特
に
母
親

の
愛
情
、
熱
意
が
社
会
に
ひ
ろ

が
り
交
通
事
故
が
無
く
な
り
、
 

皆
さ
ん
の
悲
願
が実
現
す
る
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
しま
す
」
と
、
 

ま
た
、
三
橋
久
県
交
通
安
全
対

蔓
」
長
、鳴
海
公
五
所
川
原
警

察
署
交
通
課
長
、小
山
内
有
義

五
所
川
原
交
通安
全
協
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を述
べ
ま
した
。
 

そ
の
後
、研
修
会
に
入
り
、
 

象
茄
者
は
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
討
議
を行
い
、
午
後
に

は
各
地
区
会長
か
ら
後
継
者
育

成
の
悩
み
ゃ
特
色
あ
る
活
動
で

効
果
を
上
げ
て
い
る
実
例
な
ど

が
発
表
さ
れ
、よ
り
安
全
で快
 

適
な
交
通
社
会
 

の
実
現
を
図
り
 

明
る
く
豊
か
な

地
域
を
築
く
こ

と
を
お
互
い
に

確
認
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。
 

『
敬
急
の

国
』
 

交
通

事
故

想
定
し

救

助
訓

練
 

安
全
な
交
通
社
会
の
 

実
現
を
目
指
し

て
 

西
北
五
交
通
安
全
母

の
会
 

機敏な動作でけが人を救出する隊員 



10月は 

市県民税 
第 3期 

健康保険税 
第 4 期 

の納期です 

（市収納課） 

交通災害共済 

年 額 

350円 

一家族そろって 

加入しましょう― 

「第
十
八
回
学
区
対
抗
マ
マ

さ
ん
体
育
大
会
」
が
九
月
六
日
、
 

市
民
体
育
館
で
開
か
れ
、
各
学

区
か
ら
選
手
な
ど
約
六
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
日
頃
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
な
婦
人
達
の
健
康

と
体
力
の
増
進
を
図
り
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
よ
り

一
層
盛
リ
上
げ
る
と
共
に
、
参
 

加
者
の
親
陸
を
深
め
よ
う
と
市

教
育
委
貝
会
が
主
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。
 

競
技
は
卓
球
、
キ
ッ
ク
ポ

ー
 

ル
な
ど
四
種
目
で
行
わ
れ
、
選

手
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
の

期
待
を
担
っ
て
健
闘
し
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
チ

ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

総
合
 
①
中
央
小
A

（
ニ年
連
 

続
）
②
h
小
A
 
③
栄
小
A
 

キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
 
①
中
央
小
A
 

（
四年
連
続
）
②
五
小
A
 

③
梅
泉
小
 

つ
な
引
き
 
①
松
島
小
 
②
中

央
小
A
 
③
五
小
A
 

卓
球
（
団
体
）
 
①
栄
小
A

(
 

四
年
連
続
）
 
②
中
央
小
A
 

③
五
小
A
 

卓
球
（
個
人
）
 
①
岡
田

（飯

詰
小
）
 

卓
球
（
ダ
プ
ル
ス
ー
．
の
菅
原
 

・

佐
々
木
組
（
中
央小

」
 

オ
ー
プ
ン
競
技
 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
個
人
）
 

①
太
田

（
松鳥
小
）
①
T
藤
 

（
松島
小
）
 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
1
1
 

太
田
昭
子
、
猪
口
初
子

（
 

松
島
小
）
 

つな引き競技でがんばる
ママさん達 

カ誠響l 

,
 

ー

一
 

 
！
 

防
火
ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル
大

会
開
か

れ

る
 

九
月
十
二
日
、
市
庁
舎
裏
の
 
思
想

の
高
揚
と
相
互
の
親
陸
を
 

お
互
い
の
親
陸
を
深
め
て
く
だ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
「
防
火
ゲ
 

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
五
所
川
 

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
」
が
、
三
十
 
原

地
域
防
災
協
会

（
飛嶋
孝
英
 

引
き
統
き
、
柏
原
町
チ
ー
ム

六
チ
ー
ム
、
約
二
百
五
＋
人
が
 

会
長
）
と
五
所
川
原
地
区
消
防
 

の
大
鷹
作
次
郎
さ
ん
が
 
「正
々

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

事
務
組
合
が
主
催
し
て
い
る
も
 

堂
々
と
闘
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
 

同
大
会
は
、
高
齢
者
の
防
火
 
の
で
、

今
回
で
二
回
目
に
な
り
 
と
元
気

よ
く
宣
誓
。
 

ま
す
。
 

開
会
式
終
了
後
参
加
者
は
、
 

練
 
開
会
式
で
は
、
 
実
際
に
消
火
器
等
を
使
い
、
初

副
飛

嶋
会
長
が
 
「
 
期
消
火
の
実
験
を
行
っ
た
後
、
 

歌

各
割
庭
に
お
け
 
試
合
が

開
始
剖
れ
熱
戦
が
展
開

た
 
る
防火
の
責
任
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

』
」
鋸鷺

お
綾
噴
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ムは
次のと
 

に

大
き
い
と
思
い
 
第

一
位
 
幾島
町
A
チ
ー
ム

消

ま
す
。
日
頃
の
 
第
二
位
 

柏
原
町
チ
ー
ム

釦

練
習
の
成
果
を
 

第
三
位
 
梅
田
A
チ
ー
ム

競

十
分
に
発
揮
さ
 
水

野
尾
A
チ
ー
ム
 

れ
る
と
と
も
に
、
 

市
社
協

に

3
0
万
円

寄
付
 

ー

松
緑

神

道
大

和
山
ー
 

松
緑
神
道
大
和
山

（
田
沢康
 
部

を
寄
付
し
た
も
の
で
す
。
 

一
郎教
主
）
で
は
九
月
六
日
、
 

同
バ
ザ
ー
実
行
委
員
長
が
原
 

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
 
田
市
太
郎

市
社
会
福
祉
協
議
会
 

い
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
三
 
事

務
局
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
 

ト
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

し
た
。
 

こ
れ
は
、
九
月
五
日
か
ら
ニ
 

市
社
協
で
は
こ
の
た
び
の
寄

日
間
に
わ
た
っ
て
同
教
団
が
市
 
付
金

を
共
同
募
金
に
繰
り
入
れ

役
所
お
祭
り
広
場
で
開
い
た
チ
 

て
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま

ヤ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
益
金
の
ー
 

す
。
 

中
央
小
A
が
一
一
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続
の
総
合
優
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マ
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が
か
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市消費生活モニター調査結果 
市では、 5 人の消費生活モ二ターを委1属し、 

毎月1虫自に品目を設定して市民生活に関i』E性の

高い l吻資などの価格調3'1三を行っています。 

この 5 人の i淵査結果の平J'jを 3 ケ月ごとに公

表しています。 （前回は 7 月 1 日号）。 

買物などの参考にしてください。 

品 	目 規 	格 7 月 8 月 9 月 

灯‘ 油 18l 缶入 
"

9
3
 

 
7
 

印
7
4
 

 

⑩
m
  

灯 油 200l 缶入 8,600 8,520 8,480 

LPガス 5 M3 3,000 2,706 2,880 

ガソリン レギュラ11e 121 121 121 

ガソリン ハイオクタン ll 135 138 141 

牛 肉 もも肉 b0Og 331 370 368 

豚 肉 もも肉 b0Og 150 157 150 

鶏 肉 もも肉 b0Og 95 96 99 

鶏 卵 1kg 204 219 224 

牛 学L 
成分無調整牛乳 

1l 218 219 224 

バター 225g 紙箱入 340 357 372 

食パン 普通食パン 146 146 145 

まぐろ 刺身用 b0og 229 229 261 

い 	カ・ するめいか b0Og 302 220 207 

た こ まだこ b0Og 143 149 143 

たらこ 並 b0Og 225 249 287 

キャべッ 普通品 lkg 238 186 153 

ほうれんそう 100 g 82 127 163 

にんじん 1kg 248 154 144 

わかめ 塩 b0og 41 49 55 

糸こんにゃく lOOg 69 87 83 

Fうどん 250g 98 90 90 

干のり 1 ちよう 黒のり 468 363 367 

豆 腐 丸棒形袋入 58 58 62 

納 豆 丸納豆 lOOg 61 61 68 

味 そ 2kg l 袋 520 566 546 

しよう油 
濃口（本醸造） 

特級 1.8e 514 505 531 

-
,
 
 
レ
ペ
 
ッ
一
 
ト
パ
 

一
 

 

パルプ 4 個組 237 236 237 

テイ・ソシュ 
ペ一一ノぐー 400枚200組 237 236 237 

台所洗剤 食器．野菜．果物用 330 328 330 

届出による国籍取得について 
法務省 

昭和60年 l)1 1 日から改正国籍法が施行さ Iし 

II 本人の子で一定の条件を備えている外国人は 

1去務大臣へ届け出ることによって日本の国籍を 

1『得できるようになっています。 

この届出によって日2ドの国籍を取得できる場

合はいくつかありますが、そのうち、改正国籍

注剥窟行前に外国人父と日本人f玉玉との間に生まれ

た子の国籍取得の届出は、特に改正国籍法の施

行日から 3年以内（本年12月31日までり に限っ

てすることができることとされています。 

この届出の期限が迫っていますので、届出を

しようとする人は、早目に最寄りの法務局にこ了

杜信炎ください。 

条 	 件 添 付 書 類 

1 	昭和40年 1 月 1 日か (1） 出生届の記載事項証 

ら昭和59年12月31日ま 明書、出生証明書、分 

でに生まれたこと 娩の事実を記載した母 

子健康手帳など 

2 	日本国民であったこ (2） 日本の国籍を取得し 

とがないこと ようとする人の出生時 

から現在までの母の戸 

3 出生の時に母が日本 （除）籍謄本（母が死 

国民であったこと 亡しているときは、そ 

の死亡時までのもの） 

4 母が現に（又は死亡 (3） 外国の方式により父 

の時に）日本国民であ 母が婚姻し、その婚姻 

ること が母の戸籍に記載され 

ていない場合は、婚姻 

を証する書面 

シルバーシート設置のお知らせ 
JR五所川原駅 

JR東日本では、 9H l 日から五能紡tの普通

列車にシルバーシートを設け、お年寄りや体の

不自由な方々ヘクH憂う、三席として利用していたノご

く ことになりました。 

車内出 j‘、口近くの座席の窓にシルバーシート

マークのある座席がl憂先席ですので、・皆さんの

ご協カをお願いします。 

お詫び ー保険年金課から― 
・去る 9 月15日号の 「国民年金保険幸I納ィ寸組合

の設立を」 の記事中、 「0.o796」 とあるのは 「 

0.7％」 グ元りlリです。訂正してお‘i宅 U叫、たします 



自衛官へのコース 
中学卒業者のコース（自衛隊生徒） 

~難・海・空自衛隊の技

術部門における陸・,五，・

空曹を養成するIIiリ度です。 

4 年間の教育課程を終

えると 3 等I塑・海・空曹

に昇イ壬し、技術部P【］の第

一線で盲号wl'iします。 

また、幹部へのjIlもひらかれています。 

’生徒課程修了までに高等学校卒業資格を取得

することができるようになっています。 

こぎん刺し技術講習会 
受 講 生募集 

技術を身につけ就業を希望する婦人が対象て二 

初歩刺しを行います。 

ン日時 

1回目 10月20日から11月 4 日まで’の10日川 

2 回目 11月 5 日から11月18日まてンの l0日問 

（いずれも日、月を除く） 

午月1j9 時30分カ・ら午後 3 時まで’ 

＞場所 倒Iく婦人の家 

ン募集人員 1回目、 2 回目ともに15人 

ン持参するもの 筆記用具（赤鉛筆を含む） 

ノート、糸切りlまさみ、 ものさし、 しつけ糸、 

印かん、昼食。 

＞申し込み締切 定員になり次第結I切リとしま 

す。 

ン申し込み先及び問い合わせ先 

県島iiI人就】業援助センター五iり細~原馴汽生、佐々 

木まで（働く婦人の家内）雪愚〉8 8 9 8 番。 

行政相談のお知らせ 
市民のみなさんの行政に丸tする苦情、意見一

要望などについて、無料で迅速に、そして秘密

を守ニり、行政相談員が親身に札拾炎に応じます

お気軽にどうぞ。 

レ期間 毎週木曜日 午前l0時～午後 3 時 

ン相談場所 市役所市民相談室（木曜日」』I外の

日は自宅で才目談に応じます） 

ン才目談員 稲葉忠司（寺町1- 5費自宅国>3606番） 

川ニ村昌子一（放島町I -4合自宅唾12519番） 

展示発表会 

みんなの教室 
中央公民館 

中央公民館では、 「みんなの教室」 を開催し 

ていますが、その学習成果を次のとおり発表、 

展示いたします。 

ご近ii斤お誘い合わせマ）うえ、 多数おいでくノご 

さい。 

レ期日 10月14日（水） 

ン場所 市中央公民館 

＞発表（展示） 

洋裁， ちぎリ絵、:1下 j芭、生花、茶道、 コーヒ 

ー、料丑Il、着付、 日本舞踊、ダンス、 スホ 

・ソ、藤手三芸 

コー・Iー 

ヌ、ホ 

第2回 
グランド・ゴルフ大会 

気軽に楽しめるスポーツとして今、全国的に 

爆発的な人気を呼んでいるグラン ド・ゴルフの 

競技会を実方血します。 

ン日時 10月18日（日）・受付.9時 

）競技開始 9 時30分 

ン会場 南斗グランド 市役所裏 

ン参加者 一般市民 

6A1チーム 

＞参加j科 1 ,000円（ 1チーム） 

ン申し込み期限 10月 9 日仕〕 

レ申し込み先 市教育委貝会才土会教育課（費く郵’ 

2 1 1 1番内線 2 5 0 番） 

ン競技方法 

1チーム 6 人とし、男女混合可、ただし 

男子は、 1チーム 2 人」』I内（女子のみチー 

l、てしも瓦丁） 

主催 市教育委員会・市休育指導委買協議会 

市民バトミントン教室 
ー市パトミントン協会ー 

ン期間 10月毎週火・金曜日 

ン日寺間 午後 6 時30分から 9 時まて‘ 

＞場所 市中央公民館 

ン参加半ト 無料（ただし保険料500円） 

ン対象者 中学生以上の初心者 

ン連絡先 成田博II召さん（iii内本町合＠> 9 4 0 

8 番）へどうぞ。 
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雇用保険の特例一時金を 
受給されている皆さんへ 

ー五所川原公共職業安定所― 

雇用保険では、従来失業した場合特例一時金

を受給されている人についても、日召和62年10月

以降は、同一事業所に連続して 1 年未満の雇用

期間で雇用され,、極めで短期間の離職期間で入

離職を繰り返し、 その都度特伊」一時金を受給し

ている人については、原則として、以後は、牛寺

例一時金でてまなく、基本手当等が支給されるこ

ととなります。 

なお、詳しいことは五ii斤川原公共職業安定j折 

(雪＠)3 1 7 1番）へお間い合わせください。 

特例ー時金 基 本 手 当 

受
要
 
給
件
 

原則として、離職日以前 
I年間に 1暦月中に質金
支払基礎日数が11日以上
ある月が通算して 6 カ月
以上あること 
→暦月 6 カ月以上の勤務
で可能 

原則として、離職日以前 
1年間に賃金支払基礎日
数が14日以上ある月が通
算して 6 カ月以上あるこ
と 
→満 6 カ月以上の勤務が
必要 

受期
 
給

間
 

離職日の翌日から 6 カ月
間 

原則として，離職日の翌
日から 1年間 

受給額 
・受給

日数 

原則として、基本手当日
額（離職前賃金の 6~8 
割）の50日分 

被保険者であった期叫及
び年齢等により基本手当
日額の90-'- 300日分（被保
険者であった期間が 1年
未満の場合は一律90日分） 

受
手
 
給
続
 

 

1回の失業認定で、失業
日数にかかわらず一時金
を受給 

原則として、 4 遇間に I 
回出頭し、失業認定を受
けた日数に応じ受給 

その他 

・給付日数の延長制度あ
り 
・他に傷病手当、再就職

手当等が支給されるニ
とあリ 

出稼者及び留守家族激励会 
これから出稼ぎをされる方とその留守家族の 

激励会を開きます。 

一般の方も多数おいてンください。 

~レ日時 l0月12日（月）正午から 

レ」易所 市民文化会館 

＞催し物 黒石八郎ショー、 カラオケ大会 

主催 市出稼協会 

共催 市内農協懇談会 

ふるさとの歴史を語る会 
北奥文化研究会 

ン日時 10月18日（日）午後 2 時から 4 時まて” 

レ場所 市歴史氏と俗資料臓言 

レテーマ 「庚申信仰について」 

＞講師 工i藤鉄男氏（市文化財審議委貝） 

ン受講料 無料 

昭和62年（ 1987年〕10月I日 
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職業自立をめざす障害者の皆さんへ 

4 月入校生募集 
東京身体障害者職業訓練校 

ン訓練科目 ビジネス文書（ワープロ）、経理 

事務、電子機横“、機械製図、写真植字、 ミシ 

ン寸逢製、塗装等18科目 

ン訓練期間 昭和63年 4 月から 1年間（義肢装 

具科のみ 2 年間） 

ン募集β月始 10月 1 日 

ン募集締切 

新規学舛: 10月23日まで’ 

一般第 1次 昭和63年1月14日まで・ 

一般第 2 次 ！沼和63年 2 月l0日まで’ 

※授業料4ま無1斗です。公共恥t業安定所の指示を 

受けた場合手当が支給されます。寮の設ィ眉iも 

あります。 

詳しくは、東京身体障害者I織業訓練校（〒187 

東京都小平市小川西町 2-34- 1雪0423@)1411 

番）又は公共職業安定所へお問い合わせくださ 

V'0 

10月 1日から 

年末資金取扱い開始 
国民金融公庫 

年末商品の仕入資金、買掛・手形決済資金、 

ボーナス資金等を‘必要とされる時は、お早目に

申し込みを。 

＞貸ィ寸限度額 2,700万円 

ン貸ィ寸期間 運転資金 5 年以内（必要な場合は 

7 年以内）、設備資金l0年以内（特定設1T1資

金は20年以内） 

＞利率 基準利率は年5.2% 

詳しいことは、国民金融公庫弘前支店相談係 

（廿0172⑩ 6 3 0 3 番）へどうぞ。 

年末年始資金受付中 
県信用保証協会 

県信用偶躍正協会では、県内中小企業者の年末・

年始における資金需要に応えるため、県とタイ

アップして年末年始資金を受け付けしています

資金繰りの忙しいこの時期の符1」りl資金として

ご利用ください。 

ン受イ寸期間 l0月1 日から昭和63年 1月31日ま

で 

※詳しくは、県信用保証協会五所川原支所（" 

⑩ 4 1 2 1番）又は金融機関各支店まては引周

い合・わせください。 
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荒木 伸介 百の緑の中で 二部 治身 

パソコン奮戦記 伊藤 鉄也 季に寄せる 週間朝 If 

“らしの中の文化人
釘l’半 波平恵美子 塀の中の 

プレイボーノレ 安部 譲一 

知っておきたい異常
気象 朝倉 	正 千軍万馬 咲付 	観 

正気の発見 内沼 幸雄 死刑囚・生きる 小坂井 澄 

弘前.藤田葡萄園 藤田本太郎 勝手にしゃべる女 赤川 次郎 

新・在宅看護術 後藤 築子 ア
決
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断
 
ク
 
サ
 
ン
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池田 大作 

農家の借金 農 文 協 梅安影法師 池波正太郎 

中国と日本の神J舌と
文I円 黒羽 	寧 ナイン 井上ひさし 

新日本史への旅 森 	浩ー 歳 月 南像 範夫 

源平の争乱 安田 元久 それぞれの富士 西村 	滋 

叱十まくても、 
わが家は花園 柳 	宗民 霧の会議 松本 清張 

ドル暴落 日高 義樹 酒場横丁の人々 村松 友覗 

現代っ子相談室 望月 ー宏 しあわせな話 宇野 千代 

20世紀の名演奏家 三iIIi 	淳史 マイフレンズ 黒柳 徹子 

ドイッ人の歴史意識 藤沢 法I英 夜中の乾杯 丸谷 才一 

明治天皇 杉森 久英 女たちのまっり 宮原 昭夫 

現代史の分水嶺 石原慎太郎 悪夢のオルゴール 松井 邦雄 

様理のすペてがわか
る Iド典 上原 	学 織リかさねて 長谷川貞助 
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I たばこは、市内から買って．/ 
l あなたが市内でたばこをお買 
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I い求めになりますと、た（まこ1肖 	一 

, 費税が市の」収入（たとえばマイ

ルドセフ’ン 1社iにつき411tJ4O銭） 

J になります。 

昭和63年度学生募集 
青森職業訓練短期大学校 

ン募集定員 

系 科 専 	攻 定 貝 

機械システム系 
電子機械専攻 

3 0 名 機械システム科 
生産機械専攻 

iに 子・情 	報 

シ ス テ ム 系 

電子システム科 電 子 専 攻 

40 名 情報処理専攻 
情報システム科 

電気通信専攻 

設 備 制 御

シ ス テ l、系 
制御システム科 

自動制御専攻 
2 0 名 

建築空調設備専攻 

合 	 計 9 0 名 

）推薦入試 

c）出I頼」り川り 11月16日から12月 4 日まて〒 

く二・選考日 12月11日 

○j,旦考方法 調査書、推薦書、ノ」、試験（数学）、 

【 f耐妾 

0選考場所 本校 

C) 合格発表 12月18日 

)―般入試 

C-) 出願期I背】 昭和63年1月25日から昭和63年 2 

月 9 日まで 

0試験日 昭和63年 2 月17日 

0試験科・目 数学 数学I・H（微積） 

理科 理科I又は物理から 1科目 

選択 

外国語 英語I 

くつ試験場月斤 本校、青森、八戸、弘liii、野辺liii 

0合格発表 日召和63年 2 月25日 

※詳しいことは、 「昭和63年度学生募集要項」 

に記載してありますので、青森］識業訓練短期大 

学校学生課（市内大字戸沢字畑林21費⑩ 2 8 2 

4 番）ヘ・切手 24 0円分を同封してご請求くブご 

さ、、。 

移動消費生活センター 

消費者講座 
iかでは、消費者の知識高揚をはかるため 「消 

費者講座」 をIII！催します。 

お誘い合わせのうえ、 多数おいでください。 

ン日時 l0月12日（月）午後 1時から 3 時まてン 

ン場所 市中央公民館 

レ講師 山本アユ子先生（県消費生活センター） 

レテーマ 「だましの商法アレコレ」 （悪質手 

口の手の内公開） 

ン受購料 無料 

⑩昭和62年（1987年）10月 1 日 	 広報ごしょがわら 

 

（第645号） 

       

       

       



江 渡 医 院・田辺胃腸科外科医院

小 笠原 内科医院・対馬内科小児科医院

兼平内科小児科医院・冨田胃陽科内科医院

川崎胃腸科内科医院・中 村 内 科 医 院

木 村 内 科 医 院・永田小児科内科医院 

健生病院五所川原診療所・白生会胃 陽病院 

佐藤仁外科胃腸科医院・復 明 堂 医 院 

佐藤内科小児科医院・増 田 病 院 

荘 司 内 科 医 院・三 好 診 療 所 

白戸胃腸科外科医院 森 田 診 療 所 

西 北 中 央 病 院 森内科小児科医院 

みんなの健康教室 
ン日 日寺 	l0 J」 2 3 日（丘り午後 1 II 与 

＞場 所 巾保健ーヒンター 

レ講 師 村本 幸栄先生 

（西北中央昂井完I町院三長） 

ンテーーマ 「~眠れない人のために」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

ン
＞

レ
 

日
場
 

時
所
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市役所の電話番号は⑩2111番 

「愛の献血」お願いします 
ただいま県内では非常に血液が不足していま

す。 手術等で多量に輸血を必要としている方々

へ市民の皆様方のあたたかいお心をお願いしま

す。 

期 	日 時 	臓］ 場 	所 

10月15日 

（木） 

午前］0時から 
12時まで 

市役所お祭り広場 

午後1時30分から
午後 4 時まで 

西北中央病院 

10月28日 

（水） 

午前10時から 
12時まで 

鎌谷町防災コミュ 
ニテイセンター 

午後1時30分から
午後 4時まで 

マルトモデパート
駐車場 

一 結核検診を受けましよう 
結核はイ云染 iJです。 

、今さら 結核 されど結核、， 

あなたも結核菌にねらわれています。年にー一 

回は検診を受けましょう。 

新しい患者さんが、男性50代以降に増えてい 

ます。 

長びくせき、たん、発熱、胸痛など、こんな 

症状があったら、早く受診しましょう。 

土也区ィ呆健協力員を通じ受診票を配布します。 

（検診単にも準併Iiしています。） 

詳しくは市衛生課（内線272番）へどうぞ。 

※受診は都合の良い場戸斤でできます。 

10
n19

回 

大 	町 レストラン藤吉郎前 9:30- 	9:50 
布屋町 西北中央病院前 io:oo~ 10:40 
鎌谷町 防災コミュニテイセンタ一前 io:so - 11:40 
一ッ 谷 大和山道場前 13:00 - 13:20 
平和町 平和町集会所前 13:30- 13:50 
田 	町’白衣神社前 14:00-- 14:20 
新 	町 保継センター前 14:30- 14】50 

10月20

因 

上平井町 中央集会所前 9:30- io:oo 
中平井町 五所川原小学校前 10:10- 10:50 
幾世森 老人ホ一ムくるみ園前 11:00- 11:40 
若 	葉 県営集会所前 13:00- 13:30 

I, 	森の家前 13:40- 14:10 
新 	官 新宮公民館前 14:20- 14:50 
末広町 保健所前 15:00- 15:30 

10

月
21

困 

旭 	町 斉勝駐車場前 9:30- 10:00 
大 	町 マルトモデパート駐車場前 10:10-10:40 
錦 	町 新岡肥料店前 10:50- 11:20 
寺 	町 木村石油寺町給油所前 11:30- 12:00 
小 	曲 農村婦人の家前 13:00 - 13:30 

U 	工藤勲宅前 13:40- 14:10 
岩木町 市民文化会館前 14:20- 14:50 

r40歳からの健康週間」 
10月10日～16日 

ミニド・シ,クを受けよう 

“健Jj耗な老後は40オからの心がけク 

働き盛リの40代のみなさん、栄養、運動、イオく

養等の日常生活の管理が大切です。 

そして、年 1回は定期検診で喉馴康チェックを

ぜひ受けて下さい。 

ミニ・ド・ンクをおすすめします．ノ 

市では40才以上の市民を対象に1或二人病の早」切

発見、早期治療を目的としたミニドックを実施

しています。対象となる人は積極的に受けるよ

うにしてください。 

＞実施期間 8 月1 日から翌年 2 月29日ま・で

ン実施時間 医療機関によって実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

ン対象者 H召和23年 3 月31日までに生まれた方。 

なお、］織場等て叫負診を受けられる方は除きま

す。 

ン受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支iり〒窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録票の交付一を受け、希望する医療機関

で受診してくノごさい。 

レ受診料 1,000円（申し込み時） 

ただし70歳以上の方、生活保護1」」：帯、市民税

非課君む世帯の方は無料」（申し込みの際I征明書

を提出してくノごさい）。 

レ診査項目 間診、身体測定、血ji三則定、心電

図、尿検査、貧」lil検査、肝機能検査。 

ン問い合わせ先 市衛生課（内紡127 2 番）。 

③実施医療機関名 

みんなの健康教室テレフォンサービス実施中公⑩O31 1番 
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